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日
本
舞
台
テ
レ
ビ
美
術
家
協
会
主
催
に
よ
り
、
第
二

回
舞
台
、
テ
レ
ビ
美
術
展
が
去
る
九
月
二
十
四
日
よ
り

二
十
九
日
ま
で
、
京
王
百
貨
店
の
七
階
に
於
て
催
さ
れ

当
協
会
も
協
賛
の
形
で
例
年
の
如
く
お
手
伝
い
致
し
ま

し
た
。今
回
は
展
示
作
品
の
内
、
テ
レ
ビ
用
セ
ッ
ト
の
照
明

の
み
協
会
と
し
て
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
模
型

舞
台
は
出
品
者
各
自
で
直
接
照
明
家
に
依
頼
す
る
こ
と

に
定
ま
り
ま
し
た
。

百
貨
店
側
の
打
合
の
際
、
特
に
模
型
の
灯
入
配
線
に

付
き
、
火
災
の
心
配
の
な
い
よ
う
に
電
球
、
ソ
ケ
ッ
ト

コ
ー
ド
等
配
線
材
料
は
J
I
S
マ
ー
ク
の
規
格
品
を
使

用
す
る
よ
う
、
厳
重
な
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

美
術
家
協
会
よ
り
模
型
出
品
者
に
通
知
を
出
し
て
頂
き

二
十
三
日
の
仕
込
日
に
会
場
に
て
テ
レ
ビ
セ
ッ
ト
の

仕
込
中
に
百
貨
店
側
電
気
技
術
者
よ
り
模
型
の
照
明
配

線
工
事
不
良
の
た
め
、
点
灯
出
来
な
い
旨
、
申
入
が
あ

っ
た
と
美
術
家
協
会
会
員
よ
り
注
進
さ
れ
、
点
灯
の
依

頼
交
渉
を
要
請
さ
れ
た
の
で
、
現
場
を
見
て
廻
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
正
し
い
配
線
工
事
施
行
は
一
点
の
み
に
て

他
は
ビ
ニ
ル
コ
ー
ド
又
は
弱
電
用
電
線
が
使
用
さ
れ
コ

ー
ド
と
コ
ー
ド
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
し
て
あ
り
、
電
球
に

直
接
ゼ
ラ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
巻
き
つ
け
て
あ
り
、
甚
だ

し
き
は
ソ
ケ
ッ
ト
無
し
に
て
管
球
の
両
端
に
裸
線
を

巻
い
た
も
の
迄
あ
り
、
何
ん
と
も
弁
明
の
致
し
よ
う
も

な
く
不
良
箇
所
の
手
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
妥
協

点
を
見
出
す
べ
く
、
コ
ー
ド
ジ
ョ
イ
ン
ト
箇
所
に
コ
ー

ま
し
た
。 和

舞
台
テ
レ
ビ
美
術
展
始
末
記

田

光

弘

I l 

! 

I 

ド
コ
ン
ネ
ク
タ
ー
を
取
付
け
、
各
模
型
ご
と
に
カ
ッ
タ

ウ
ト
・
ス
イ
ッ
チ
を
取
付
け
る
こ
と
を
申
入
れ
、
直
ち

に
改
修
工
事
に
取
り
か
か
り
、
初
日
の
夕
方
に
終
了

し
、
再
度
百
貨
店
側
の
検
査
を
受
け
ま
し
た
と
こ
ろ
を

こ
ん
ど
は
主
任
技
術
者
並
び
に
管
理
部
長
が
模
型
内
線

F
ケ
ー
プ
ル
ま
た
は
四
種
電
線
に
て
法
規
通
り
の
工
事

で
な
け
れ
ば
、
消
防
署
の
許
可
は
得
ら
れ
ぬ
の
一
点
張

り
に
て
、
厳
し
い
指
示
が
あ
り
、
な
ほ
模
型
一
ケ
に
付

き
一

0
A
と
す
る
よ
う
指
定
を
受
け
、
や
む
な
く
模
型

内
の
照
明
配
線
改
修
を
あ
き
ら
め
、
模
型
上
部
よ
り
キ

ャ
プ
タ
イ
ヤ
コ
ー
ド
付
き
ク
リ
ッ
プ
・
ラ
イ
ト
に
リ
フ

レ
ク
タ
ー
百
ワ
ッ
ト
一
ケ
と
し
、
カ
ッ
タ
ウ
ト
・
ス
イ

ッ
チ
を
各
々
に
使
用
し
、
模
型
天
井
に
ゼ
ラ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
張
り
、
模
型
出
品
者
の
目
的
に
添
い
照
明
効
果

を
損
わ
ぬ
よ
う
、
特
に
留
意
改
修
の
結
果
、
や
っ
と
許

可
を
得
た
よ
う
な
次
第
で
す
。

勿
論
全
部
が
当
協
会
員
の
作
業
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
関
西
及
び
中
部
地
区
の
椋
型
も
あ
り
、
装
骰
家
自

身
の
配
線
し
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
装
謹

令（文

•} 
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家
諸
兄
、
並
び
に
消
防
署
又
、
関
係
団
体
の
方
々
に
舞

台
照
明
家
の
信
用
を
な
く
す
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は

一
大
事
で
す
。
大
い
に
こ
の
機
会
に
反
省
し
、
関
係
法

規
等
も
勉
強
を
す
る
必
要
を
痛
感
し
ま
し
た
。

臨
時
照
明
技
術
者
人
件
費
の
値
上
げ
に
よ
り
一
部
外

部
団
体
等
の
不
満
の
声
の
あ
る
今
日
一
層
協
会
員
の
技

術
向
上
が
望
ま
れ
る
時
で
す
。
ま
た
、
目
下
関
西
地
区

並
び
に
当
協
会
常
任
理
事
会
に
於
て
、
照
明
家
の
ラ
イ

セ
ン
ス
の
必
要
を
認
め
、
具
体
案
の
研
究
を
申
合
せ
た

折
り
も
折
り
、
こ
の
よ
う
な
次
第
で
は
先
づ
第
一
に
法

規
並
び
に
技
術
作
業
の
面
の
勉
強
が
急
務
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

「
舞
台
照
明
家
は
芸
術
家
で
電
気
屋
で
は
な
い
」

な
ど
と
う
そ
ぶ
く
前
に
此
れ
を
機
会
に
共
々
に
反
省
と

勉
強
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
協
賛
出
品
さ
れ
た
、
丸
茂
電
機
、
松
村
電
機

の
両
社
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
美
術
家
協
会
担
当
者
各
位
に
深
く
お
詑

び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
ほ
美
術
家
協
会
事
務
局
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
約

六
万
人
の
入
場
者
が
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
で
す
。

お
こ
と
わ
り

好
評
連
載
の
”
日
本
舞
踊
と
照
明
の
定
式
”
田
中
恒

雄
”
色
の
周
辺
”
今
井
直
次
の
両
氏
の
ご
都
合
で
、

今
月
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
回
は
鋭
意
執

筆
中
で
す
の
で
ご
期
待
に
添
え
る
と
思
い
ま
す
。

＾ 

（
通
産
省
令
第
六
一
号
昭
和
四
十
年
七
月
l

日
施
行
、
従
来
の

電
気
工
作
物
規
程
は
廃
止
）

第
十
二
条
電
線
の
接
続
法

三
、
コ
ー
ド
相
互
、
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
相
互
、
ケ
ー
プ

ル
相
互
ま
た
は
こ
れ
ら
の
も
の
の
相
互
を
接
続
す
る
場
合
は

コ
ー
ド
接
続
器
、
接
続
箱
そ
の
他
の
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
。

第
二

0
五
条
屋
内
低
圧
用
の
電
灯
線
の
施
設

屋
内
に
施
設
す
る
使
用
電
圧
が
三

0
0ボ
ル
ト
以
下
の
電
灯
線

は
ビ
ニ
ル
コ
ー
ド
（
ビ
ニ
ル
キ
ャ
プ
ク
イ
ヤ
コ
ー
ド
を
合
む
）

以
外
の
コ
ー
ド
ま
た
は
ビ
ニ
ル
キ
ャ
プ
ク
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
以
外

の
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
で
あ
っ
て
、
断
面
積
が

O・
七
五

平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二

0
六
条
屋
内
低
圧
用
の
移
動
電
線
の
施
設

屋
内
に
施
設
す
る
低
圧
の
移
動
電
線
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
屋
内
に
施
設
す
る
使
用
屯
圧
が
三

0
0ボ
ル
ト
以
下
の
移

動
電
線
は
ピ
ニ
ル
コ
ー
ド
以
外
の
コ
ー
ド
、
ま
た
は
ビ
ニ
JV

キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
以
外
の
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル

で
あ
っ
て
、
断
面
積
が
0
・
七
五
平
方
ミ
リ
メ
ー
ル
以
上
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
気
を
熱
と
し
て
使
用
し
な

い
電
気
機
械
器
具
に
附
属
す
る
移
動
電
線
に

O・
七
五
平
方

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ビ
ニ
ル
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
を

使
用
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
、
放
電
灯
、
ラ
ジ
オ
受
信
機
、
扇
風
機
、
電
気
パ
リ
カ
ン
、

電
気
ス
タ
ソ
ド
等
電
気
を
熱
と
し
て
利
用
し
な
い
電
気
使
用

機
械
器
具
、
電
気
ふ
と
ん
、
屯
気
足
温
器
、
電
気
温
水
器
等

電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
（
抜
枠
）

高
温
部
が
露
出
せ
ず
、
か
つ
こ
れ
に
電
線
が
触
れ
る
お
そ
れ

が
な
い
構
造
の
電
熱
器
（
電
熱
器
と
移
動
電
線
と
の
接
続
部

の
温
度
が
八

0
度
以
下
で
あ
っ
て
、
か
つ
電
熱
器
の
外
面
の

温
度
が
一

0
0度
を
こ
え
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
に
限
る
）

ま
た
移
動
点
滅
器
に
附
属
す
る
移
動
電
線
に
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
断
面
積
が

0
・
七
五
平
方
、
、
、
リ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
ビ
ニ
ル
コ
ー
ド
ま
た
は
ビ
ー
ー
ル
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ

ー
プ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
ニ
―
三
条
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内
の
配
線
工
事

乾
燥
し
た
場
所
に
施
設
し
、
か
つ
、
内
部
を
乾
燥
し
た
状
態

で
使
用
す
る
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ま
た
は
i
i
•ー
ケ
ー
ス
内
の

使
用
電
圧
が
三

0
0ボ
ル
ト
以
下
の
低
圧
屋
内
配
線
は
、
外

部
か
ら
見
や
す
い
箇
所
に
限
り
、
コ
ー
ド
ま
た
は
キ
ャ
プ
タ

イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
を
造
営
材
に
接
触
し
て
施
設
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

二
、
前
項
に
規
定
す
る
配
線
は
、
次
の
各
号
に
よ
り
施
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
電
線
は
断
面
積

O・
七
五
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

コ
ー
ド
ま
た
は
キ
ャ
プ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
プ
ル
で
あ
る
こ
と
。

二
、
電
線
は
乾
燥
し
た
木
材
、

n
ン
ク
リ
ー
ト
、
石
材
等
の

造
営
材
に
そ
の
被
覆
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に
適
当
な
留
め

具
で
取
り
付
け
る
こ
と
。

三
、
電
線
の
取
り
付
点
間
の
距
離
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
下
と

し
、
か
つ
、
配
線
に
は
、
電
球
ま
た
は
器
具
の
重
量
を
支

持
さ
せ
な
い
こ
と
。

三
、
第
一
項
に
規
定
す
る
配
線
ま
た
は
こ
れ
に
接
続
す
る
移
動

電
線
と
他
の
使
用
電
圧
が
一
―

C
O
0ポ
ル
ト
以
下
の
低
圧
屋
内

配
線
と
の
接
続
は
、
さ
し
込
み
接
続
器
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
器
具
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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のことで、特にここで申し上げるまでもないこ

とであるが、これから火災の多いシーズンを迎

えるのであるから、なお一層注意してもらいた

いことをお願いするものである。

他にもう一っ今度は照明器具の製作業者の皆

様にもお願いしたいことである。

最近我が国都市文化の発展は、日常生活の向最近建築学会の建築計画委員会劇場小委員会

上に伴つて、幾多の災害を激増せしめて、安らか（私も委員の一人として出席している）におい

であるべき筈の社会生活がますます不安の連続て多目的ホールの設計計画を作成すべく研究し

が募りつつある。ていると、ボーダーライトの線誦の中の温度が

その災害の雄として、我国では火災がある。分ったので驚いた。何んと二00ヮットのボー

この火災のなかで、大劇場、大ホールといったダーライトの線樋の下側すなわち電球のソケッ

鉄筋鉄骨コンクリートの建築物がここ十年とた卜の取付けてある鉄板の温度は摂氏九六度以上

たない間に全国で四・五所も全焼している。そになり電球の近くでも五五度以上である。

の原因は何んであろうと、とにかく全焼してい私の知つている限りでは一年も使用したボー

ることは事実である。ダー線樋のなかの配線は被服のパラピンは溶け

そこでわれわれ舞台照明に従事する者は、社なかのゴムは、これも溶けてどろどろになり、

会の一員として、ことに芸術文化のいったんを編組の外に吹き出していて、手で触ると被服は

担う使命があるものとして、国民生活のなかかむけて丸裸身になり、電線が露出してしまうの

ら少しでも多く社会不安を取り除き安らかで明であるが、この温度では当然であると思つて、

るい生活を営むことに、より一層努力しなけれ私は常にこの危険を何んとかして除きたいと考

ばならないと思う。えていたが、最近塩化ビニール系の「ビニサー

先きに述べたごとく劇場が四、五所も全焼しモ」とか「ビニエイト」といった耐熱被服の電

ているのであるから火災予防に意をもちい常に線（耐熱一0五度C)ができてすでに某業者は

舞台照明装置の保守、点検を怠りなく実行するボーダーライトの配線に使用し始めているとい

ことである。これは劇場の照明係員として当然う耳よりのニュースを聞いたがほんとうに、こ 昭和40年 11月 1日

舞
台
照
明
装

天 置
の

野 火

萬
災
予

助 防 II ヘ

ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

こ
の
こ
と
は
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
他
業
者
も
是
非

使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
っ
火
災
の
危
険
が
減
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
が
、
ま
だ
他
に
い
ろ
い
ろ
と
火
災
の
危
険
が
残
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
と
に
か
く
照
明
は
現
在
で
は
熱
を

伴
わ
ず
に
は
使
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
こ
と

を
常
に
考
え
て
熱
と
火
災
の
危
険
を
排
除
し
て
、
舞
台

照
明
が
原
因
に
よ
る
火
災
が
皆
無
と
な
る
よ
う
業
界
の

皆
様
の
照
明
器
具
に
対
す
る
改
良
を
是
非
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

関
西
だ
よ
り

三
十
三
号
ー
ー
ユ
ー
ス
よ
り

理
事
会
九
月
十
三
日

一
、
新
役
員
依
頼
状
発
送
の
件

一
、
滞
納
会
費
等
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て

一
、
照
明
臨
時
人
件
費
の
件

①
賃
金
を
決
定
す
る
基
準
は
何
か

②
賃
金
を
受
け
る
労
働
単
位
は
何
か

③
賃
金
の
基
準
金
額
は
、
あ
く
ま
で
所
得
者
の
生

活
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
条
件
を
基
準
と
し
て
小
委
員
会
を
構
成
し
審
議

す
る
こ
と
な
っ
た
。

一
、
統
一
ギ
ャ
ラ
を
劇
場
、
ホ
ー
ル
、
主
催
団
体
に
通

告
し
了
解
を
得
る
件

一
、
会
員
証
発
行
の
件

ヘ



昭和40年11月 1日 舞台照明家協会ニュース (4) 

？ヽ

第
七
回
常
任
理
事
会

一
、
日
時
昭
和
四
十
年
十
月
十
二
日
午
後
一
時

一
、
場
所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館

一
、
出
席
者
小
川
、
前
田
、
和
田
、
篠
木
、
高
橋
、

青
木
、
大
野
、
岩
崎
（
順
不
同
）

一
時
三
十
分
会
長
、
議
長
に
て
開
会

一
、
舞
台
・
テ
レ
ビ
照
明
記
号
制
定
委
員
会
報
告

委
員
長
欠
席
の
た
め
議
長
よ
り
の
過
日
関
西
照
明
家

協
会
長
岡
田
氏
が
上
京
さ
れ
た
時
、
協
議
会
云
々
と

話
題
と
な
っ
た
が
、
こ
の
記
号
制
定
は
、
各
地
区
よ

り
案
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
地
区
幹
事
が
検
討
、
決
定

し
、
各
地
区
に
流
す
も
の
と
東
京
側
の
意
思
を
申
入

れ
た
が
、
意
見
の
相
違
を
調
整
し
て
一
日
も
早
く
大

庭
委
員
長
の
手
元
で
成
文
化
す
る
よ
う
、
一
層
の
促

進
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
了

承
し
た
。

l

、
下
舞
台
・
テ
レ
ビ
美
術
展
に
関
す
る
報
告

和
田
事
務
局
長
よ
り
経
費
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に

就
き
、
模
型
舞
台
の
灯
入
は
装
置
家
が
各
個
に
灯
入

の
設
備
を
し
、
搬
入
と
の
話
し
合
で
進
め
て
居
っ
た

が
、
当
日
搬
入
の
配
線
設
備
を
検
査
さ
れ
た
処
、
会

場
側
電
気
責
任
者
よ
り
点
灯
す
る
こ
と
一
切
止
め
ら

れ
た
の
で
、
美
術
家
協
会
側
よ
り
、
何
ん
と
か
不
備

な
処
を
改
良
し
て
点
灯
す
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ

り
、
一
っ
―
つ
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
ビ
ニ
ル

n
ー
ド

の
ジ
カ
ジ
ョ
イ
ン
ト
、
白
熱
電
球
に
ビ
ニ
ル

n
ー
ド

’‘ 

の
使
用
、
裸
箪
線
に
て
ソ
ケ
ッ
ト
の
代
用
に
し
た
こ

と
等
、
法
令
・
条
令
に
殆
ん
ど
低
触
し
、
点
灯
不
可

能
な
の
で
、
急
逮
、
灯
入
は
や
め
て
、
上
部
よ
り
、

リ
フ
レ
ク
タ
ー
を
一
っ
づ
つ
点
灯
、
出
品
者
の
イ
メ

ー
ジ
に
近
い
よ
う
に
配
色
を
し
て
、
間
合
せ
た
状
態

で
、
こ
の
点
、
協
会
員
が
全
部
依
託
さ
れ
た
と
は
断

言
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
灯
入
等
の
配
線
に
就

い
て
、
法
令
・
条
令
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

発
言
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
研
修
会
等
の
催

し
を
実
施
す
る
よ
う
研
究
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
、
照
明
家
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
し
て

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
ラ
イ
セ
ン
ス
問
題
を
関
西
側

で
は
協
議
会
の
議
題
と
し
て
上
程
す
る
が
東
京
側
の

意
向
を
打
診
さ
れ
た
旨
が
報
告
さ
れ
、
常
任
理
事
会

で
必
要
性
を
認
め
る
か
又
、
認
め
れ
ば
理
事
会
に
も

提
案
し
、
具
体
案
を
今
後
研
究
す
べ
き
だ
と
発
言
が

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
事
務
局
側
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
基
礎
に
な
る
ハ
ン
ド
プ
ツ
ク
編
集
に
力
を
入
れ

て
目
ど
の
立
ち
次
第
、
具
体
案
を
平
行
に
進
ま
せ
た

い
と
発
言
し
、
検
討
の
結
果
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一
、
＾
ン
ド
ブ
ッ
ク
編
集
に
つ
い
て

目
次
の
細
目
に
つ
い
て
、
な
お
一
層
の
検
討
を
要
す

る
の
で
、
編
集
委
員
会
を
も
ち
、
早
速
に
検
討
し
て

一
日
も
早
く
軌
道
に
の
せ
る
べ
く
努
力
す
る
と
の
発

言
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一
、
会
費
未
納
者
に
対
す
る
督
促
に
関
す
る
件

理
事
長
よ
り
未
納
者
も
大
分
減
少
し
て
居
る
が
、
今

月
末
、
六
月
以
前
の
未
納
者
に
対
し
て
、
納
入
督
促

状
を
出
す
旨
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
了
承
。

（
四
時
閉
会
）

次
回
常
任
理
事
会
（
第
八
回
）

一
、
日
時
十
一
月
九
日
午
後
一
時
よ
り

一
、
場
所
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
一
階
一
号
室

ガ

ラ

ス

の

反

射

東
京
文
化
会
館
調
光
室
、
投
光
室
に
雑
音
防
止
の
た

め
に
ガ
ラ
ス
が
張
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
ス
ポ
ッ
ト
投
射
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
と
調
べ
た
処
、
左
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
出
ま
し
た
の

で
何
に
か
の
ご
参
考
迄
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
厚
さ
十
糎
、
普
通
磨
き
ガ
ラ
ス
で
、
ガ
ラ
ス

よ
り
三
十
糎
離
れ
た
処
よ
り
一

k
W
C
8型
の
ス
ポ
ッ

ト
で
投
射
し
た
場
合
、
ガ
ラ
ス
の
外
側
で
照
度
計
に
て

測
定
し
た
処
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
光
で
八
十
五
。
ハ

ー
セ
ン
ト
は
殆
ん
ど
反
射
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
ス
ポ
ッ
ト
投
光
者
は
反
射
の
た
め

に
仕
事
が
相
当
影
態
を
う
け
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

技
術
で
反
射
の
少
な
く
且
つ
安
価
な
ガ
ラ
ス
の
出
現
が

待
た
れ
ま
す
が
、
取
付
方
法
、
例
え
ば
角
度
に
よ
り
多

少
は
反
射
が
減
少
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現

場
か
ら
の
報
告
を
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

-------------・-
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M
H
D
発
電
は
良
導
体
の
高
温
ガ
ス
（
プ
ラ
ズ
マ
）
を

注

現
在
の
発
電
技
術
は
水
力
の
場
合
は
、
水
の
位
置
工

ネ
ル
ギ
ー
を
水
車
に
よ
り
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

し
、
さ
ら
に
発
電
機
に
よ
り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
起
す
。

ま
た
火
力
は
石
炭
、
石
油
、
原
子
力
で
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

タ
ー
ビ
ン
に
よ
り
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し
、
発
電

機
に
よ
り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
直
す
の
で
共
通
し
て
ど

れ
も
回
転
部
分
を
持
ち
、
そ
の
発
電
は
こ
の
回
転
に
比

例
さ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
の
回
転
す
な
わ
ち
機
械
工
ネ

ル
ギ
ー
を
省
い
て
直
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
で
き
な

い
も
の
か
と
の
考
え
か
ら
M
H
D
発
電
が
最
近
脚
光
を

浴
び
て
登
場
し
て
き
た
。

M
H
D
と
は
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
ハ

イ
ド
ロ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

(Magn;:ito
H
y
d
r
o
D
 

ynaics)

電
磁
流
体
力
学
の
略
称
で
、
こ
の
理
論
は

電
磁
性
の
あ
る
流
体
が
磁
場
の
中
を
運
動
す
る
現
象
を

対
象
と
し
、
実
用
化
の
研
究
は
、
あ
と
に
発
電

(ener

atlon)
と
い
う
言
葉
を
つ
け
、

II

電
磁
流
体
発
電
“
っ

ま
り

M
H
D
発
電
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
フ
ア
ラ

デ
ー
の
電
磁
感
応
理
論
と
、
ケ
ル
ビ
ン
卿
の
海
水
実
験

注

注

で
は
電
導
性
あ
る
物
質
な
ら
固
体
で
あ
ろ
う
と
、
気
体

で
あ
ろ
う
と
、
磁
場
の
な
か
で
動
か
し
さ
え
す
れ
ば
電

気
が
起
る
と
の
原
理
・
実
験
を
実
用
化
し
た
も
の
で
あ

る。

熱
よ
り
直
接
電
気
ヘ

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
よ
り

ダ
ク
ト
に
よ
り
、
磁
場
の
な
か
に
流
し
て
や
る
と
、
そ

の
流
れ
と
直
角
の
方
向
に
起
電
力
が
起
り
、
電
極
を
向

い
合
せ
に
置
く
と
電
流
計
の
針
が
動
く
。
こ
の
起
電
力

は
①
気
体
の
電
導
率
②
ガ
ス
の
流
速
③
磁
場
の
強
さ
に

比
例
す
る
。

す
な
わ
ち
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
直
接
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
す
る
も
の
で
、
た
だ
結
構
ず
く
め
と
は
ま
い
ら

ず
、
高
温
ガ
ス
（
プ
ラ
ズ
マ
）
は
石
油
を
燃
や
し
て
ニ

五

0
0度
ぐ
ら
い
の
高
温
ガ
ス
に
し
て
も
電
導
性
の
気

体
で
あ
る
プ
ラ
ズ
マ
に
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
電

導
し
や
す
い
ア
ル
カ
リ
金
属
、
た
と
え
ば
カ
リ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
少
量
ま
ぜ
て
燃
や
す
と
で
き
た
ガ
ス

は
温
度
が
高
く
な
る
と
急
激
に
電
気
を
よ
く
通
す
よ
う

に
な
る
。
カ
リ
ウ
ム
一
彩
を
シ
ー
ド
し
た
石
油
の
燃
料

ガ
ス
は
三
千
度
で
海
水
の
五
倍
の
良
導
体
に
な
る
。

こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
プ
ラ
ズ
マ
す
る
に
は
二
千
度
か

ら
三
千
度
が
必
要
で
、
こ
の
ガ
ス
が
爆
発
的
な
高
速
度

で
ノ
．
ス
ル
（
噴
射
口
）
か
ら
噴
き
だ
し
磁
場
の
な
か
を

ダ
ク
ト
で
通
過
さ
せ
る
の
で
こ
れ
ら
に
使
用
す
る
材
料

の
耐
熱
性
。
ダ
ク
ト
は
殊
に
耐
熱
性
の
う
え
に
絶
縁
性

が
要
求
さ
れ
、
長
時
間
運
転
し
て
も
劣
化
し
な
い
電
極

材
料
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
難
問
題
が
山
積
し
て
い
て
、
燃
料
源
、
電
離

促
進
剤
、
電
極
や
ダ
ク
ト
材
料
の
耐
熱
性
、
耐
久
性
な

ど
ひ
と
つ
と
し
て
解
決
さ
れ
た
も
の
が
な
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
4
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

＾ 
の
基
礎
実
験
が
す
ぺ
て
理
論
と
よ
く
合
い
、
予
想
よ
り

も
出
力
が
わ
る
い
場
合
も
、
そ
の
原
因
は
理
論
に
よ
っ

て
解
明
さ
れ
、
研
究
者
た
ち
の
自
信
を
深
め
て
、

M
H

D
発
電
が
大
き
い
抱
擁
力
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
既
存
の

発
電
方
式
や
、
将
来
の
直
接
発
電
方
式
と
ユ
ニ
ー
ク
に

組
合
わ
さ
れ
、
総
合
的
で
大
規
模
な
高
速
用
綜
合
発
電

所
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
確
信
は
、
世
界
各
国
と
も

し
だ
い
に
強
く
な
っ
て
き
た
。

注
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
感
応
論

一
八
三
一
年
ロ
ン
ド
ン
で
実
験
に
よ
り
発
見
さ
れ
た

も
の
で
磁
石
の
か
た
わ
ら
で
針
金
を
動
か
す
と
、
そ

の
な
か
に
電
流
が
流
れ
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。

注
ケ
ル
ビ
ン
卿
の
海
水
実
験

海
水
が
良
導
体
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
潮
流
が

地
磁
地
の
作
用
を
受
け
て
発
電
し
、
流
れ
と
直
角
の

方
向
に
起
電
力
を
生
じ
る
は
ず
だ
と
考
え
、
テ
ム
ズ

川
に
電
線
を
張
り
、
川
の
両
岸
に
電
極
を
つ
け
、
潮

流
が
テ
ム
ズ
川
に
流
れ
こ
ん
だ
り
、
流
れ
出
し
た
り

す
る
た
び
に
、
電
流
の
流
れ
と
そ
の
方
向
が
変
る
こ

と
を
実
験
し
て
み
せ
た
。

プ
ラ
ズ
マ

注
高
温
の
た
め
に
原
子
が
イ
オ
ン
と
電
子
の
バ
ラ
パ
ラ

の
状
態
に
分
解
し
た
も
の
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ

ン
か
ら
吐
き
だ
す
高
温
ガ
ス
、
ロ
ケ
ッ
ト
や
ミ
サ
イ

ル
が
噴
出
す
る
ガ
ス
核
融
合
反
応
の
実
験
装
置
で
生

じ
る
。
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操
作
と
設
計

操

作

舞
台
照
明
を
操
作
す
る
も
の
は
、
照
明
の
技
術
家
で

あ
る
と
同
時
に
舞
台
美
術
家
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
前
述
し
た
通
り
で
す
が
、
要
は
演
劇
、
舞
踊
等
に

対
し
あ
く
な
き
関
心
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
で
あ
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。

幕
前
に
あ
っ
て
、
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
操
作
す
る

者
、
舞
台
に
あ
っ
て
総
て
の
照
明
の
仕
込
み
を
す
る
者

配
電
盤
を
操
作
す
る
者
、
み
な
協
カ
一
致
．
し
て
設
計
者

の
心
と
な
り
、
そ
の
各
持
場
の
操
作
に
専
念
す
べ
き
で

す。
「
慣
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
操
作
者
に
―
つ
の
油
断

を
与
え
ま
す
。
数
年
の
修
行
で
舞
台
照
明
を
極
く
浅
蔑

視
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
慎
し
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
軽
薄
な
精
神
を
持
っ
て

い
る
者
は
、
と
か
く
そ
の
精
神
が
操
作
の
う
え
に
も
現

れ
ま
す
。
操
作
者
の
時
代
は
次
の
設
計
者
へ
の
修
行
時

代
で
、
基
礎
を
し
つ
か
り
憶
え
る
一
番
大
切
な
時
な
の

で
す
。先
づ
操
作
に
従
事
す
る
者
は
、
設
計
者
か
ら
照
明
設

(4) 

舞

計
書
が
出
る
前
に
脚
本
を
熟
読
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
設
計
書
を
見
て
も
速
や
か
に
理
解
し
得

る
よ
う
に
し
て
お
く
べ
き
で
す
。
又
稽
古
の
立
合
い
に

は
出
来
る
限
り
主
な
操
作
の
み
で
な
く
操
作
者
全
員
が

参
加
す
べ
き
で
、
若
し
時
間
の
都
合
が
つ
か
な
け
れ
ば

総
ざ
ら
い
一
日
で
も
ぜ
ひ
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。
こ

の
一
回
の
稽
古
を
見
る
こ
と
は
、
設
計
者
の
回
に
あ
ま

る
説
明
よ
り
有
効
で
あ
る
か
ら
で
す
。

操
作
者
は
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
係
、
舞
台
係
な
ど
重

要
な
心
得
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
紙
面
の
関
係
で
又

の
機
会
と
し
て
、
配
電
盤
の
係
だ
け
一
言
お
話
し
て
置

き
ま
し
ょ
う
。

配
電
盤
は
舞
台
の
心
臓
部
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

操
作
は
一
段
と
慎
重
を
要
し
ま
す
。
舞
台
照
明
の
良
否

は
大
い
に
配
電
盤
操
作
の
巧
拙
に
よ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
正
確
機
敏
に
操
作
し
事
故
発
生
の
場
合

も
速
や
か
に
臨
機
の
処
置
が
取
れ
る
だ
け
の
技
術
と
余

裕
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
簡
単
な
溶
明
溶
暗
に
し

て
も
、
芝
居
や
舞
踊
の
そ
の
時
の
間
に
あ
っ
た
操
作
の

味
を
持
ち
た
い
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
芝
居
心
を
も
っ
て

す
べ
て
の
操
作
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
要

大

台

照

明

講

座
ヘ

庭

ー
舞
台
照
明
の
基
礎
に
つ
い
て
1
（
最
終
回
）

郎

ヘ
は
す
べ
て
の
操
作
者
は
、
照
明
設
計
者
の
つ
も
り
で
操

作
を
す
る
こ
と
で
、
大
き
く
い
え
ば
そ
の
演
劇
な
り
舞

踊
な
り
を
つ
く
る
つ
も
り
で
照
明
の
操
作
を
す
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

設

計

舞
台
照
明
の
設
計
者
は
、
照
明
操
作
者
と
し
て
充
分

な
経
験
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
事

実
照
明
操
作
に
無
経
験
の
者
、
或
い
は
経
験
の
極
め
て

浅
い
者
な
ど
に
は
、
完
全
な
る
設
計
は
甚
だ
困
難
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
設
計
者
は
あ
る
程
度
の
設
計
は
で

き
て
も
、
こ
れ
を
実
施
す
る
際
に
必
ず
多
く
の
不
都
合

を
生
ず
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
舞
台
の
照
明
機
構
、
操
作
機
能
な
ど
を
設
計
の
計

算
に
入
れ
る
こ
と
を
忘
却
し
た
り
、
或
い
は
操
作
証
験

が
浅
い
と
こ
ろ
か
ら
操
作
に
関
し
て
詳
細
な
指
導
ま
た

は
注
意
が
与
え
ら
れ
な
い
等
の
諸
点
か
ら
し
て
も
完
全

な
設
計
と
は
い
え
ず
、
極
言
す
れ
ば
机
上
プ
ラ
ン
に
過

ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
わ
け
で
す
。

先
づ
照
明
設
計
者
と
し
て
根
本
的
に
心
得
て
お
く
こ

と
は
い
演
出
の
方
針
に
沿
つ
て
設
計
す
る
こ
と

②
個
性
的
な
独
創
性
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と

③
自
信
と
慎
重
な
る
態
度
を
も
つ
て
設
計
す
る
こ
と

等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
先
づ
照

明
の
設
計
者
は
演
出
の
意
図
を
充
分
に
酌
量
し
て
、
明

示
さ
れ
た
演
出
の
方
向
に
邁
進
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
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は
極
め
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
常
に
は
っ
き
り

と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
往
々
に
し
て
主

題
を
忘
れ
、
こ
の
演
出
の
進
路
を
脱
線
す
る
よ
う
な
設

計
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

次
に
設
計
は
あ
く
ま
で
独
創
的
で
あ
る
こ
と
で
す
。

個
性
の
強
い
独
創
性
を
持
っ
た
設
計
者
が
新
し
い
天
地

を
開
拓
す
る
と
い
う
意
味
に
於
て
ど
し
ど
し
出
現
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
自
信
を
も
つ
て
慎
重
、
親
切
に
設
計
す
る
こ
と

で
親
切
か
つ
周
到
な
設
計
は
最
も
好
感
が
持
て
ま
す
。

ど
ん
な
場
合
に
も
軽
挙
を
あ
え
て
し
な
い
、
慎
重
堅
実

な
方
法
で
、
し
か
も
自
信
を
持
つ
て
設
計
し
、
こ
れ
が

ま
た
単
な
る
自
惚
れ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
う
ま

そ
う
に
見
せ
よ
う
と
す
る
い
や
味
や
あ
い
ま
い
な
点
な

ど
決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
早
く
か
ら
技
巧
に

走
り
、
い
た
ず
ら
に
考
巧
な
先
輩
の
模
倣
を
し
よ
う
と

す
れ
ば
必
ず
失
敗
し
、
自
分
か
ら
新
鮮
な
若
芽
を
じ
ゅ

う
り
ん
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
先
輩
諸
彦
の
枯
淡
な
る
設
計
は
、
そ
の
人
達
が

全
能
力
を
出
し
切
つ
て
、
或
る
点
ま
で
力
が
上
昇
し
た

時
の
一
転
機
と
し
て
求
め
ら
れ
る
老
巧
な
る
手
段
で
あ

つ
て
誰
し
も
が
真
似
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
附

言
し
ま
す
。

要
は
設
計
に
当
り
、
独
得
な
自
己
の
道
を
拓
く
こ
と

に
専
念
す
る
と
同
時
に
自
信
と
実
力
を
も
つ
て
演
出
の

線
に
添
っ
た
設
計
を
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
終
）

共
立
講
堂
調
布
市
金
子
九
五
住
公
神

代
団
地
四
一
の
四

0
四

会
費
納
付
に
つ
い
て

会
員
の
自
覚
的
努
力
に
よ
り
年
々
未
納
が
な
く
な
り

つ
つ
進
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
全
員
完
納
ま
で
も
う
一

息
で
す
。
近
日
中
に
事
務
局
よ
り
六
月
ま
で
未
納
の
方

に
金
額
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
プ
ロ
ッ
ク
の
責

任
の
方
は
取
り
纏
め
て
、
事
務
局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い

ま
た
個
人
納
入
、
事
粒
局
扱
い
の
方
は
、
ご
郵
送
、
ま

た
は
歌
舞
伎
座
前
田
、
日
比
谷
公
会
堂
サ
ー
ビ
ス
阿
部

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク
部
会
よ
り

第
三
回
定
期
例
会
は
岩
崎
、
矢
野
、
前
田
、
阿
部
の
四

名
で
議
題
な
ら
ず
流
会
。

第
四
回
フ
リ
ー
プ
ロ
ッ
ク
部
会
は
十
一
月
十
八
日
（
木
）

午
前
十
一
時
よ
り
／
中
央
区
立
銀
座
東
区
民
館
二
階
三

号
室
に
て
／
あ
わ
せ
て
協
会
員
の
方
に
も
開
放
し
て
あ

り
ま
す
の
て
f
J

利
用
の
程
を
＋
時
よ
り
三
時
ま
で
畳
敷

プ
一
リ
一
セ
て
＿
ト

愈
々
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
ど
こ
も
、
こ
こ
も
多
忙
、

原
田
新
平

吉
田
英
雄

住
所
変
更

ゾ
田
中
輝
二 1

,
[
]剛
一
通
「
町

一

,
＂
_
、
.
,
~
~
~
，
~

所

属

変

更

（

敬

称

略

）

加
藤
隆
久
穴
沢
照
研
よ
り
十
月
一
日
か
ら
東
京
舞

台
照
明
に
変
更

穴
沢
照
研
よ
り
フ
リ
ー
に
変
更

穴
沢
照
研
よ
り
フ
リ
ー
に
変
更

＾ 
多
忙
で
、
人
員
の
確
低
で
大
窟
わ
の
現
況
で
、
不
汎
で

家
庭
待
機
な
ど
の
側
か
ら
思
え
ば
、
羨
望
的
か
も
知
れ

な
い
が
、
こ
う
仕
事
に
追
わ
れ
て
お
る
状
態
で
は
日
頃

よ
り
叫
ば
れ
て
居
る
技
術
向
上
も
な
い
が
し
ろ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
何
ん
と
か
も
う
少
し

時
間
的
に
余
裕
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
人
あ
っ
て
人

足
ら
ず
照
明
技
術
者
志
望
者
は
少
な
く
な
る
一
方
で
や

は
り
何
か
が
欠
け
て
居
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
将

来
へ
の
希
望
、
現
実
の
待
遇
給
与
問
題
等
と
、
又
狭

義
、
セ
ク
ト
の
偏
見
的
主
義
等
で
魅
力
の
な
い
職
業

な
の
か
、
一
時
的
に
安
易
で
お
金
が
と
れ
る
割
の
よ
い

ア
ル
バ
イ
ト
ぐ
ら
い
し
か
考
え
な
い
職
業
で
あ
れ
ば
ラ

イ
セ
ン
ス
の
確
立
な
ど
不
要
で
は
な
い
か
。
こ
の
辺
で

お
互
に
照
明
家
と
云
う
も
の
に
権
威
と
自
信
を
持
つ
よ

う
に
日
々
心
懸
け
な
け
れ
ば
、
我
々
先
猜
の
う
ち
た
て

た
専
業
の
確
立
が
消
え
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
、
理
屈

を
云
つ
て
居
る
よ
り
一
日
一
日
と
技
術
と
地
位
を
築
く

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
明
日
で
は
遅
い
と
云
う
悔
い
を

残
す
の
で
は
な
い
か
、
又
お
互
に
照
明
と
云
う
共
通
な

仕
事
の
線
で
横
に
結
ん
で
行
く
べ
き
と
思
う
。
相
互
者

の
話
合
か
ら
始
ま
つ
て
、
類
型
が
あ
れ
ば
プ
ロ
ッ
ク
の

会
合
と
な
り
、
そ
れ
が
又
理
事
会
、
常
任
と
協
会
迩
営
に

反
映
す
れ
ば
よ
り
一
歩
の
前
進
だ
と
思
う
。

大
庭
三
郎
氏
の
舞
台
照
明
講
座
が
今
回
で
終
了
し
ま
し

た
。
長
い
間
我
々
の
た
め
に
貨
屯
な
時
間
を
割
疫
し
て

戴
い
た
こ
と
を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
よ
り

の
予
定
に
東
芝
照
明
回
路
技
術
課
の
皆
様
の
ご
好
意
に

よ
り
、
過
日
行
な
わ
れ
た
講
習
会
の
講
義
を
中
心
に
新

し
い
技
術
の
こ
と
を
連
載
し
て
戴
き
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
期
待
に
添
え
る
も
の
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。




